
第４回嬉野市教育委員会議（定例８月） 

平成 28年 8月 10日（水）10：00～ 

市役所塩田庁舎 3-1会議室 

 

１ 開会 

 猛暑が続いております。オリンピック出場者の声や、ストーリーからたくさん学ぶこと

があります。子ども達にも是非見てほしいと思います。神奈川で悲しい事件がありました。

これまで人権教育をたくさんしてきておりますが、現場の先生たちの思いと子供の伸びに

くい違いがあるように感じます。今後も丁寧に話をし続けていく必要があると感じました。 

 

２ 会議録署名委員 ○○委員 ○○委員 

 

３ 議題 

（１）報告 

① 就学支援委員会の結果について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

（事務局） 

 

 

（○○委員） 

 

（○○委員） 

 

（事務局） 

（○○委員） 

 

（事務局） 

（教育長） 

・第１回目の就学支援委員会では、通級指導教室の終了と入級の判定をし

ました。嬉野中学校に新たに通級指導教室ができましたので、５名の生徒

が９月から通級指導を受けます。また、新入学時の就学相談を行いました。

年中児から継続で３３名の参加があり、親の理解が進んだのか、発達障害

を持つ児童が増えてきたのか、両方あると思いますが、増加傾向にありま

す。２回目は８月に３５名の相談を受けるよう予定しています。 

・LD・ADHDの生徒にはどういう指導をされるのですか。 

・LDは特定の教科が苦手な傾向がありますので、個々の生徒の苦手な部

分の補充学習をします。ADHDの生徒には、自分感情の表し方やコントロ

ールの仕方の指導を先生と一対一で行っております。 

・ADHDの生徒は自分でのコントロールも必要だと思いますが、周りへの

働きかけも両輪として必要だと思います。 

・入級には、保護者の同意が必要なので、その説明の際に、保護者には接

し方などのお話はされるのですよね。 

・はい。保護者には指導内容も話をして同意をいただきます。 

・就学相談は希望者だと思いますが、相談が必要なのに相談にこられない

家庭はどうされますか。 

・教育相談員や担任の先生等いろんな方面から声掛けをしております。 

・現在、特別支援学級の在籍児童、また普通学級の在籍児童の中にも発達

障害がある児童が増えてきており、大変厳しい状況ですが、２年前から早



期支援コーディネーターにきていただき、以前より入学先の選択がスムー

ズになりました。現場の先生方にも、先日、発達障害に関する研修を行い

ました。県もインクルーシブ教育で特別支援学級に力をいれているところ

です。 

 

② ９月議会の予算等について 

（事務局） ・就学援助費、修学奨励費に関する扶助費と、中学校費の２７年度からの

繰越事業である体育館天井工事について設計精査により、委託料、工事請

負費に増額することが判明しましたので増額補正しておりますが、小学校

費は減額補正しておりますので、総額は変わりません。 

 

③ その他 

 ・不登校の状況について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

・中学校が、例年より早い時期に不登校の生徒数が増加してきています。

昨年度末の１、２年生の３０日以上不登校の生徒数が影響しています。小

学校は不登校傾向が２名ですが、スクールソーシャルワーカー、教育相談

員の支援によって今年度は欠席なしで登校できています。完全不登校の生

徒が、夏休み前にクラスの生徒全員から手紙をもらったことで登校し、進

路の話ができたという事例があり、生徒や担任の働きかけはやはり大きい

と感じるところがありました。 

・大野原中学校に区域外就学する生徒がいるということですが、大きな学

校では適応できにくい子が、小さな学校なら適応できるとういう、一つの

過程としてとても良いことだと思います。積極的に進めていく制度をつく

っておいてもいいと思います。 

 

 ・社会教育行事について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

 

（事務局） 

 

・８月２０日、ふるさとの空コンサート合唱団結成式、２５、２６日は大

草野小学校、五町田小学校で「授業にも役立つ音楽ワークショップ」、轟小

学校と大野原小学校の合同と、久間小学校で「夢の教室」、２７日「桂春蝶

独演会」、女子野球オランダ代表W杯直前キャンプ、９月は９日カヌー体

験、１０日はリバティフェステバル、２９日から１０月１日まで通学キャ

ンプをします。 

・川柳大会について、以前は入賞者は県内と県外を分けていましたが、今

年はどうするのですか。 

・今年は、県内、県外と分けません。また賞金ではなく、嬉野特産品を商

品としてお渡しするよう考えております。 



（○○委員） ・表彰の際には、歌も詠んでいただきたいと思います。 

 

 ・早期支援コーディネーターについて 

（事務局） 

 

・先程紹介しました２名の方です。８月から精力的に保育園、幼稚園を回

ってもらっています。 

 

 ・新任 ALTについて 

（事務局） 

 

（○○委員） 

（事務局） 

 

 

（○○委員） 

（事務局） 

・ニック先生の後任に、ペイン フォルチャーさんが来られました。８月

２５日から実際に学校を回っていただきます。 

・ALTへの日本語や子どもへの接し方等の研修はありますか。 

・今回の ALTも教育の仕事は初めての方です。県でまず日本語や指導方法

の研修があります。現場に出た後は、本人に自主的に行ってもらうしかあ

りません。 

・授業の指導は、英語の先生がされていいのですよね。 

・はい。ALTは TTで授業に参加しますので、小中学校の英語の先生がリ

ードしていただきます。 

 

 ・新高校設置準備委員会の報告 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

（事務局） 

 

・嬉野高校、塩田工業高校の再編について、塩田校舎で機械科１学級、電

気科と建築科で１学級、嬉野校舎で、情報ビジネス系列、観光・流通系列、

社会福祉系列で２学級です。校舎制で養護教員等の教員の配置や、部活動

の振り分け等の課題があります。また、今の中学校３年生は、在校中に再

編がありますので、入学前にきちんと説明をしてくださいと要望があがり

ました。現在、校名が募集されています。 

・校舎制は何年続きますか。校舎を一つにはできなかったのですか。 

・校舎制は当面の間となっております。これまでの検討委員会で校舎制が

選択されました。カリキュラムも問題なく組まれているようです。 

 

 ・中体連の結果について 

（事務局） ・九州大会に塩田中学校のソフトテニス団体と個人、大野原卓球個人、塩

田中学校水泳個人が出場しております。 

 

（２）協議 

① 嬉野市大綱について 

（事務局） 

 

・平成２７年１０月に「嬉野市教育大綱」を作成し、間もなく１年が経ち

ますが、ご意見等がありましたらお願いいたします。 



（全委員） ・特にありません。 

 

② 嬉野市教育施策実施計画について 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

 

 

 

（○○委員） 

 

 

 

（事務局） 

 

 

 

 

 

（○○委員） 

・昨年度までの「嬉野市の教育」が、この嬉野市教育施策実施計画のもと

になっております。変更になったところは、重点目標に教育活動を支える

環境の整備を加えました。重点事項１確かな学力の育成には、アクティブ

ラーニングによる西部型授業の定着、英語実用技能検定料補助事業を新た

に加えました。また、各項目に指標として具体的な目標数値を入れおりま

す。重点事項３教職員の資質や指導力の向上に、若手からベテランまで世

代を超えて・・・という項目を加えました。重点項目４社会の変化に対応

した教育の推進には、嬉野小学校に岩永先生がいらっしゃいますので、佐

賀県スーパーティチャー活用による小学校英語活動の推進を加えました。

重点目標３からが社会教育関係になります。大きくは変わっておりません。

いきいきとした人生を送る生涯学習・スポーツの推進、文化の振興と伝統・

歴史文化の保存活用について更なる推進を図るため示しております。 

・ハートフルトイレ、CSO等一般的でない言葉には注釈を入れてください。 

教育委員会事務局職員数と児童生徒数の合計の確認をお願いします。「学校

地域連携コーディネーター配置事業」を削除、嬉野中学校コミュニティス

クール事業の表記の仕方の再考をお願いします。 

・指標の数値について、説明書きをお願いします。 

・図書館は読書活動の推進と目標に挙げてあります。祝祭日は図書館利用

者が多いので開館するのが望ましいのではないでしょうか。図書館職員の

シフトを工夫してできないでしょうか。 

・県内他市町の図書館開館状況と比較しましても、当市だけ少ないという

わけではありません。以前、夜間開館の試みをしましたが、利用者数は伸

びませんでした。今回の、ご意見により再度検討させていただきます。 

・職員の配置の問題もありますが、図書館では平日に巡回図書、配本等の

業務を行っており、祝祭日の振替休館を平日に行うと、他の業務に支障が

でますので、そのあたりの調整も必要です。 

・決して、嬉野市の開館日数が少ないと言っているわけではありませんが、

一日でも多くの祝日が開館となるよう望んでおりますので、検討をお願い

します。 

・表紙は、１を基準にして、嬉野市の写真を入れてください。 

 

（３）その他 

（事務局） ・教育委員会月報は、文部科学省が発行し、ほとんどの市町の教育委員会



が読んでいる影響力のある雑誌ですが、学校事務に関するページの原稿依

頼があり、事務職員がコミュニティスクールの運営に関わっていることを

久間小学校の前田事務長にお願いし、書いてもらいました。来月の月報に

掲載されます。 

 

① 運動会参観スケジュール 

・９月１１日（日） 塩田中・嬉野中・大野原小中 

・９月１８日（日） 嬉野小・轟小 

・９月２５日（日） 大草野小 

 

② 嬉野市教育委員会の学校訪問 

・ ９月２８日（水） 吉田中 

・１０月 ５日（水） 塩田小 

・１０月１２日(水)  塩田中 

・１１月 ２日（水） 大野原小中 

・１１月 ９日（水） 大草野小 

 

③ 次回以降の教育委員会の予定 

・１０月１２日（水）１０：００～ ＊塩田中で 

・１１月 ９日（水）１０：００～ 

・１２月２０日（火）１３：３０～ ＊１４：３０～第２回外部評価委員会 

 

４ 閉会 

（事務局） ・４月に肥前窯業圏が日本遺産に認定されまして、活性化推進協議会より

認定証をいただきましたのでご報告します。 

 

 

 

 

会議録署名委員 

 

                                         

 

                                         

 


